
 
『明るい学校生活のために』は、守山南中学校の全校生徒が、安心・安全に学校生活を過ごすことを目的と

して定めています。「Time（時）Place（場所）Occasion（場合）」に応じて、自分で正しい判断ができる力も

身につけていきましょう。 

また、１学年３００人以上、全校生徒が１０００人を超える守山南中学校では、集団生活における配慮が特

に必要です。相手の気持ちを考えることや自分がされて嫌なことはしないなどはもちろんのこと、あいさつや

言葉遣い、身なりを整え、時間を守る、仲間と協力することなども大切にして、みんなで協力し、支え合える

集団をつくっていきましょう。 

 

①あいさつを大切にしよう！ 

・あいさつはコミュニケーションの第一歩です。朝の「おはようございます」から下校時の「さようなら」

まで、相手の目を見て、しっかりとあいさつをしていきましょう。特に、新年度は新たなクラスメイト、

先生たちと出会う場です。積極的に自分から行動していきましょう。 

・職員室で先生を呼ぶ際は、各学年の入口（南側から１年生、２年生、３年生）から「〇年△組××です。 

□□先生はおられますか。（いらっしゃいますか、□□先生お願いします。）」と呼びます。 

 

②時間を守ろう！ 
  ・荷物を整理し、自席に着席している状態で、８時１５分の予鈴チャイムを迎え、朝読書を始めましょう。 

２０分からは遅刻となります。時間に追われると余裕がなくなり、失敗につながることが予想されます。 

時間を逆算し、物事の優先順位をつけ、時間を有効に使う「タイムマネジメント力」を身につけましょう。 

授業についてはチャイムと同時に始業のあいさつをします。教室移動や更衣は早めに済ませましょう。 

 

 

 

③身なりを整えよう！ 

授業は制服着用です。季節に応じて夏服冬服を選びます。授業によっては体操服で受けることもあります。

※ケガなど、何かしらの事情があるときは、体操服で授業を受けることも可としています。 

  

・カッターシャツ：白いカッターシャツを着用します。※無地のシャツを着用しましょう。 

  ・ベルト：黒、紺、茶など、それぞれ単色のデザインは着用可です。バックルについても同様です。 

・棒タイ：棒タイ着用時は、第一ボタンをとめること。 

・下靴：通学及び体育の授業や部活動に使用するため、適切な運動靴（スニーカー）を使用しましょう。 

・防寒着：制服の上に着用します。（登下校や体育の実技の妨げにならないもの）防寒着については、教室 

内では着ません。制服の下には白、黒、グレー、紺色などのセーター、カーディガン・ベスト・ 

トレーナーを着用しましょう。必要に応じてストッキング、タイツ、レギンスなども着用可です。 

・防寒具：ひざかけの持参を認めていますが、校舎内を羽織って歩くことはやめましょう。 

・肌着：無地またはワンポイント程度の T シャツやタンクトップなどを着るようにしましょう。 

・頭髪：ヘルメットが正しく着用できる髪型にします。自転車通学の際は、ポニーテール、おだんごなどの 

    髪型を安全上の理由で禁止しています。その他、安全面に関する指示があった際は、髪の毛をゴム 

でくくります。 

・カバン：教科書、ノート、chromebook、水筒など、学校に必要なものが入るバッグを選びましょう。 

・その他：ピアスやネックレス、指輪等の装飾品は禁止です。 

※用途や使用内容を考えて判断をしてください。高価なものや華美になりすぎないよう注意しましょう。 

 

 

 

 

中学校では社会に出る準備期間として、正しい礼節や服装、マナーなどを学びます。例えば、「卒業式」や

「受験」、「職場体験学習」などには、その場面に相応しい格好やマナー、モラルが存在します。特別な場面

でもいつも通りの自分で臨めるよう、普段の学校生活から意識し、みんなで学んでいきましょう。 

※遅刻・欠席する場合は、保護者の方が８時２０分までに連絡（フォーム or 電話）をしてください。 
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④安全に通学しよう！ 
守山南中学校では１０００人が同じ時間帯に登下校をするので、並進、スピードの出しすぎ、信号無視など、

自分勝手な運転をすると大きな事故やケガにつながります。自分ができる最大限の備えをし、被害にも加害に

もならないようにしてください。自転車も車であること、取り返しのつかないことになりうるかもしれない乗

り物であるということを認識し、正しい交通マナーで安全に登下校できるようにしましょう。 

 

＜登下校のポイント＞ ◎時間に余裕をもって行動すること。 ◎ゆずりあいの心を持って運転すること。 

 

●自転車について 

自転車通学は許可制です。改造、二人乗り、傘さし運転など交通ルール（道路交通法）を守らなかった時や

自転車通学を許可しません。 

自転車点検 

 ・ハンドルはセミアップ型、またはオールラウンダーのものに限る。 

 ・ブレーキはロッドブレーキ、または、ワイヤーブレーキのものに限る。 

・スタンドは両足スタンド。 

 ・チェーンカバーは全カバー、または、半カバーのものに限る。 

・色の指定はありません。 

・かご・ライト・反射灯・ベルは必ず付けること。 

・学校から配布する「ナンバーシール」を後輪カバーに必ず貼ること。 

※ナンバーシールのない自転車で登校する際は、事前に担任の先生に報告してください。 

・自転車は指定の場所に左側から詰めて、ハンドルを左に切って駐輪します。 

・徒歩通学も可能です。 

・鍵は必ずかけて、個人で管理します。キーホルダーなどを付け、紛失を防ぐこと！ 

・ヘルメットは今まで使用していたものを使ってもらって構いませんが、「SG マーク」などの安全基準評価 

マークのあるものに限ります。また、条例により、自転車利用者は自転車損害賠償保険等に加入すること 

となっています。なお、必ずあごひもをすること。 

 

⑤その他 

・学校生活に不要な物は、持ってきません。 

・チャイムが鳴る前には自席に着用するようにし、移動教室は早めにします。 

・保健室は体調不良やケガ、心身の健康に関する相談、測定などの際に利用します。原則、担任もしくは、 

学年の先生、授業の先生に連絡してから行きます。 

・家庭学習に必要な教科書やノート、ワーク類は持って帰るようにしましょう。教科や状況に応じて置いて 

帰っても構いません。 

・リュックなどの荷物はロッカーの上に置き、机の間には物を置かないようにしましょう。 

・他のクラスへの出入りは禁止です。自分の学年のフロアで過ごしましょう。 

・物の売買、お金の貸し借りは禁止です。 

・校外へ出ることは禁止です。 

・必要な現金を持ってきたときは、朝、担任の先生に預けます。 

 

☆わからないことは必ず先生に確認するようにしてください。 

 

スマホ・ＳＮＳとの付き合い方 

スマートフォンはとても便利なものです。その分、トラブルの原因になることも多く、犯罪に巻き込まれる

危険性もあります。スマホやＳＮＳを正しく利用するためにもおうちの人としっかりと話をしてください。 

 


